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[ 講師のお話し（要旨抜粋）][ 講師のお話し（要旨抜粋）]
◎「環境」ってなに？
　　環境＝人や生き物を取りまく全てのことを「環境」という。
　　生き物目線で見ると
　　　　「環境の価値」・・休息できる、餌がある、繁殖できる、子どもが育つ
　　　　「環境のとらえ方・価値観」・・種類、成長段階、餌等の違いによって求めるものが違う。
　　人間目線で見ると
　　　　「環境の価値」・・・林産物を確保できる、景色を楽しめる、発電など産業に利用できる
　　　　「環境のとらえ方・価値観」・・職業、年齢、住居地、経験、立場、時代によって価値が変わる。
　　　　　　戦後まで・・水、木、草等、自然環境全てが生きるために必要なものだった。使えるものは全て使った。
　　　　　　現代・・農業や林業など自然を生業とする人が減ったため自然の価値が下がり、荒廃につながっている。
　　
◎人によって立場によってあまりにもの価値観が異なるため「法律」で「環境」の落としどころをつくった。
　　公害系の法律を作って「環境」の悪化を防ぐ
　　温暖化防止に対応する法律を作って地球規模の環境問題に対応する
　　「生き物」を保護する法律を作り現在の良好な環境の維持を図る
　　　文化財保護法、自然公園法、種の保存法、鳥獣保護法、
　　　生物多様性条約、生物多様性国家戦略、生物多様性地域連携促進法、
◎生物多様性ってなに？
　　地域固有の歴史、地形風土が産んださまざまな生態系と生きもの＝地域により風土により異なる自然
　　地域の暮らしや産業を育んできた多様な生態系や自然の産物（生態系の恵み）
◎松本平の生物多様性の特徴
　　生態系の多様性・・豊富な湧水や渓流、山岳森林の広がり、3000ｍ級の山まで一気に上がる標高差。
　　種の多様性・・・・クマタカ等の猛禽類、森林、渓流や湧水で生きる動植物、氷河期からの生き残りの動植物
　　遺伝子の多様性・・西と東の生き物の両方が見られる場所　例：キタノメダカとミナミのメダカ、スナヤツメ　
◎松本平の生物多様性維持の危機
　　山の生き物の急激な増加・・シカ、イノシシ、サル等など
　　外来種の増加・・アレチウリ、オオキンケイギク、コクチバス、ブラウントラウトなど
　　開発や荒廃による生息環境の変化・・里山の荒廃、ダムによる川の分断、農業放棄地、
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人間の社会では I ターンとかインバウンドなど外からの定住を歓迎しており、肌の色から価値観まで多様化している。一
方で生物多様性戦略では外来の動植物はダメだと言っている。そもそも生物多様性戦略とは何を目指しているのか。
基本生き物はそこにある環境に適応したものが生きている。それを外来種だからといって悪い生物だと決めていいの？
他の種を駆逐したり滅ぼしたりして一つの種だけが繁栄をするという状況は好ましくない。
どんなに法律を作って方向を決めても、生活にとってプラスにならなければなかなか進まないし継続しないのでは？
人の手を入れたことによって成り立っていた環境に自然や生物多様性を回復させようとするのが一番難しい。用も無いの
に草を刈ったりというのは続かない。それはもしかしたらいつかは消えてしまう環境や生き物なのかもしれない。
これから経済が右肩下がりになってきたら、まずは生活優先で、自然保護に配慮する余裕は無くなるかもしれない。
生業と結びついた動きでないと生物多様性も自然保全も継続しないのではないか。
環境省の仕事でいろんな自然再生の取り組みがうまく継続できているのか調べたことがあった。行政がやるうちは続くが、
民間は、お金がない、人がいないということでなかなか続かない。一方で、企業の補助を受けて、地域の忘れられている
ものを再生して地域産業にしようという動きと自然保護が結びついているところは上手くいっていた。
蝶とかワシタカの渡りでもサクラマスでも、そういう地域資源を組み合わせて地域経済に結び付けて行く方法はないか。
今はグローバル化でどこに行っても同じような物がある時代になっているが、多様性を見直すということは、地域の風土、
個性、DNAを探すということにならないか。そこにビジネスチャンスがあるのではないか。



“大人が学ぶ 「生物多様性」” から見えたキーワード“大人が学ぶ 「生物多様性」” から見えたキーワード

“子どもに伝える 「生物多様性」” から見えたキーワード“子どもに伝える 「生物多様性」” から見えたキーワード

[ 講師からの提案（要旨抜粋）][ 講師からの提案（要旨抜粋）]
◎生物多様性を伝える
        生物多様性自体の重要性を伝える⇒自然や生き物に関心のある人向き
　　　　長年かけて形成されてきた地形・環境について伝える
　　　　地域ごとの環境に適応してきた生き物と、現在の状況について伝える。　　　
　　生物多様性の恵み（生態系サービス）について伝える⇒自然や生き物にあまり関心の無い人でも関心が持てる    
　　　　自然環境からとれるおいしい食物や森林資源について伝える・・・ワサビ、魚、薪、キノコなど
　　　　きれいな水、食物を作れるという環境、美しい景色、観光資源について伝える　　　　
◎どうやって伝える？
　　観察会や調査への協力を通して⇒自然や生き物に関心のある人向き
　　　　レッドデータブックの作成、市民による生き物調査、フォーラムや報告会
　　イベントやレジャー、学校の総合学習の場を通して⇒自然や生き物にはあまり関心の無い人でも参加しやすい
　　　　水生生物観察会、サケの稚魚放流会、自然再生の取り組み、地域学習、地引網・・

　　関心の無い大人に伝えるのが一番難しい⇒小さなころから実体験として身近な自然を理解してもらう
　　見てもらう、触ってもらう、食べてもらう、使ってもらう、感じてもらう

林業でも農業でも、昔は生業として関わっていた人が多かったので山も川も生活の一部だったが、今は学習やレジャーとい
う一過性のイベントでしか自然と関わらない人が多い。人と生き物の関係は持続できるのだろうか？
地域にどんな生物多様性（自然の恵み）があって、それが人の生活とどんなふうに結びついているかを目で見て分かるマッ
プのようなものがあるといい。
学校の学習の中でできないか？地域のより詳しい情報が集まるかもしれない。
一過性という話もあるが、経験が全く無いよりはあった方がいい。例えば水生生物の観察会で虫を触ったり、こんなに魚が
いるんだということに気が付くだけでも感覚も理解も違ってくる。
自然体験で理解というが、我々団塊の世代は子どもの頃自然の野山で遊んだ世代。しかし、その世代がこんな社会を作って
しまった。
その当時の経済状態と生活水準で自然をありがたいものと思ったか、それとも近代社会的な子どもを望んだか、その方向の
違いでそういうことも起こる。
生物多様性とか、環境保護とか言っていられるのは、生活に余裕のある先進国だからというのはあるかも。
これからの環境学習はどの方向を目指すのだろう？　自分のやりたい形で山に入ったり、川に入ったりする子どもを育てる
のか？　それとも子どもたちは管理された中で遊びを覚えるのか？
教育の効果としては明らかに前者。自由に束縛なくいろいろなものを求めていったほうが学習者は学ぶし、イノベーション
を作る力は付く。
しかし現実は違う。近付いてはいけない場所、一人で行ってはいけないところが沢山あって、われわれが子どもの時でさえ、
山に入った、湖に近づいたということで学校で怒られた。
事故がおこってしまっては困る。特に経験が無いと何が危険かもわからないので、いざという時には助からない。
昔は子どもたちの中で引き継がれていた自然や危険の知識が途切れてしまっている。今はとりあえず管理された中で大人が
付き添ってまず体験をさせて何が危険かを教えることが必要かもしれない。
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時代が子どもを自然から遠ざけた。生活にゆとりができて自然のありがたさにあらためて気がついた。
山や川で好きなように遊ぶことで発想する力や創造する力が養われるが、それには危険が伴う。
まずは大人が付き添いながら体験を楽しんで、危険を察知する感覚を養い、自然との付き合い方を学ぶ。
できるだけ小さな頃から実体験として身近な自然を理解する。見る、触る、食べる、使う、感じる。

「環境」も「生物多様性」も人によってとらえ方がバラバラすぎるので、とりあえず法律で何をするかを決めた。
どんな自然をどんなふうに守るのかはそれぞれの地域が決めること。
生活に結び付かない保護活動はなかなか続かない。継続するには地域の産業と結び付く必要がある。
生物多様性は「風土」とほぼ等しい。生物多様性を守ることは、地域固有の風土を守ること。

２.子どもに伝える「生物多様性」・・何を伝えたい？どうすれば伝わる？２.子どもに伝える「生物多様性」・・何を伝えたい？どうすれば伝わる？

カンカンガクガクカンカンガクガク


